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Press Release 

2022 年 3 月 23 日 

株式会社マイナビ 

 

マイナビ、「中途採用状況調査 2023年版」を発表 
2022 年の企業の中途採用人数は前年平均より約 3 名の増加 

募集開始から最短 2 カ月未満で採用となった職種が前年より増加、中途採用期間の短期化に 

 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）は、全国の民間企業等

を対象に、中途採用業務のうち「採用費用の管理・運用」に携わっている人事担当者を対象に実施した「中

途採用実態調査 2023 年版（2022 年実績）」の結果を発表しました。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

2022年に中途採用を行った企業の年間平均採用人数は19.2人と前年より約3人増加し、積極的に中途採

用を行っていた様子がうかがえる。また、採用した人のうち出社を伴わない「リモートワーク社員」

の平均採用人数は22年が2.1人（前年：2.0人）となった。 

業種別の採用人数では、「金融・保険・コンサルティング」が26.5人で最も多く、「医療・福祉・介護」

「メーカー」「IT・通信・インターネット」でも平均20人を超えた。そのうちリモートワーク社員の採

用が最も多いのは「金融・保険・コンサルティング」で4.6人、次いで「IT・通信・インターネット」

が3.7人となった。【図1】 

中途採用人数は増加しており転職市場は活発化しているが、多様な働き方の1つであるリモートワー

クでの採用割合は微減した。 

 

求人募集から採用までの期間を聞いたところ、全17職種中15職種で「最短2カ月未満で採用・入社に至

った」が前年より増加した。職種別では、「営業」が36.2%で最も高く、次いで「販売・フード・アミ

ューズメント」が34.0%。前年より5.0pt以上増加した職種は「建築・土木」「公共サービス」「美容・ブ

ライダル・ホテル・交通」「WEB・インターネット・ゲーム」「技能工・設備・配送・農林水産」「クリ

エイティブ」の6職種だった。 

従業員数別にみると、3～50名以下で「販売・フード・アミューズメント」「技能工・設備・配送・農

林水産」「建築・土木」で2022年全体より5.0pt以上高くなった。【図2】 

WEB面接の定着により、面接選考の時間や場所の制限が減り、企業・求職者ともに採用活動・転職活

動が以前より効率的に行えるようになったことが一因と考えられる。 

 

2023年の中途採用に積極的な姿勢の企業は90.8%で9割を超える結果となった。また、経験者採用に積

極的な企業は前年比1.7pt減の73.9%、未経験者採用に積極的は前年比2.9pt増の46.4%と、経験者採用を

重視しつつも、未経験者採用にも積極的な姿勢が見て取れる。 

従業員数別でみると、従業員規模が大きい企業ほど今後の中途採用に積極的な姿勢があり、51～300名

の企業では「未経験者採用に積極的」が5割を超えた。【図3】 

《TOPICS》 

◆ 2022年の中途採用人数は、前年が平均 16.3人対し 19.2人で約 3名の増加。活発化する中途採用

市場【図 1】 

◆ 募集開始から最短 2カ月未満で採用となった職種が前年より増加。中途採用期間の短期化に【図

2】 

◆ 2023 年の中途採用に積極的な企業は 9 割超。未経験者採用を積極的とする企業が前年より増加

【図 3、4】 

◆ 優秀な人材と評価する要素は「主体性」。合否判断時に重視する要素は「問題解決力」【図 5、6】 
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属性別の今後の見通しでは、コア人材となり得る「26歳～40歳（ミレニアル世代）」の採用意向が高い

一方で、「41歳～50歳（就職氷河期世代）」「51歳以上（バブル期世代）」のミドル・シニア世代の中途

採用に積極的とする企業は前年比8.5pt増の65.3%で、最も伸び率が高かった。さらに、そのうち3割超

の34.0%未経験者採用に積極的と回答した。【図4】 

2022年に活発化した中途採用市場は今後も続くと思われ、その中でもミドル・シニア世代の採用活動

がさらに活発化していくことが考えられる。 

 

中途採用担当者が、優秀な人材と評価する要素は「主体性（52.8%）」「問題解決力（51.8%）」「課題発

見力（50.7%）」の順に高くなった。また、合否判断時に重視する要素では「問題解決力（76.9%）」「主

体性（76.7%）」「傾聴力（73.2%）」の順に高い結果となった。 

優秀人材評価要素と中途採用の合否判断重視要素ともにスコアが高いのは「主体性」「問題解決力」

「課題発見力」となっており、主体的に課題を発見し、解決できる人材が中途採用市場で求められて

いる。【図5、6】 

 

【調査担当者のコメント】 

2022年の中途採用は、採用人数の増加や採用期間の短期化、また求職者の転職率が2016年以降で最も

高い水準となったことからも、市場が活発化した様子が顕著にうかがえます。 

また、今後の中途採用の見通しとしても、9割以上の企業が積極的に行うとしており、特にミドル・シ

ニア世代の採用意向が前年に比べ増加していることは、今後、多くの企業で年齢に関わらず中途採用

が積極的に行われることが予想できます。 

 

企業の中途採用意向は、今後も引き続き同業種・同職種経験のある「経験者採用」が積極的に行われ

ると考えられますが、同時に未経験者の採用意向も前年より増加しています。 

このことから、同業界経験・同職務経験とは趣の異なる「主体性」「課題発見力」「問題解決力」など

の、業種・職種を問わず活用のできる「ポータブルスキル」に着目した中途採用も活発化するのでは

ないでしょうか。 

キャリアリサーチラボ 研究員 関根貴広 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1】2022 年の中途採用人数・リモートワーク社員採用人数（数値回答） 

 

リモートワーク

社員の

採用割合

2022年 全体 (1384) 11.1 (%)

2021年 全体 (1091) 12.1

IT・通信・インターネット (202) 16.8

メーカー (292) 15.3

商社 (67) 4.1

サービス・レジャー (169) 7.8

医療・福祉・介護 (144) 3.1

流通・⼩売・フードサービス (118) 4.2

金融・保険・コンサルティング (86) 17.3

不動産・建設・設備・住宅関連 (165) 12.3

運輸・交通・物流・倉庫 (93) 1.9

※n=30以上の業種を抜粋して表記 *不良回答・異常値を除外し集計
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【図 2】＜職種別＞求人募集から採用に至るまでの最短期間 

【図 3】今後の中途採用の見通し（単一回答） 

 

【図 4】<人材属性別>今後の中途採用の見通し（単一回答） 
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2022年 全体 36.2 34.0 33.7 33.0 31.6 31.1 30.0 29.8 29.7 29.5 29.2 28.9 28.8 28.7 28.3 27.8 33.3 

2021年 全体 37.9 31.8 35.3 27.2 29.6 26.2 29.1 24.1 23.8 23.7 26.6 24.1 27.0 21.9 22.9 24.1 29.0 

3～50名 37.8 39.6 36.7 38.2 29.4 31.0 28.1 29.2 23.3 21.3 23.4 20.0 31.9 36.8 25.0 27.5 44.4 

51～300名 34.1 29.7 31.5 27.2 26.4 31.8 25.3 27.2 27.6 25.5 25.0 23.1 25.1 27.0 24.4 20.0 30.3 

301～1000名 31.2 35.7 30.5 33.3 31.9 28.7 28.8 29.0 29.6 31.0 28.6 30.8 24.2 23.4 26.0 30.6 34.0 

1001名以上 40.7 34.4 36.9 35.3 35.8 32.0 33.7 32.0 33.1 33.5 34.0 33.7 33.4 30.1 32.8 30.9 31.1 

■：2022年 全体より+5％以上 (%)

(n=)
2022年 全体 (953) (500) (889) (449) (465) (479) (630) (503) (367) (420) (411) (439) (728) (429) (506) (400) (427)

2021年 全体 (823) (399) (784) (345) (392) (397) (536) (390) (269) (299) (304) (344) (582) (320) (371) (290) (352)

3～50名 (127) (53) (98) (55) (51) (42) (57) (48) (43) (47) (47) (50) (72) (57) (52) (40) (54)

51～300名 (258) (138) (251) (125) (125) (132) (146) (114) (98) (106) (104) (104) (179) (115) (119) (100) (109)

301～1000名 (231) (126) (223) (102) (116) (108) (163) (138) (81) (100) (98) (104) (190) (94) (131) (98) (97)

1001名以上 (337) (183) (317) (167) (173) (197) (264) (203) (145) (167) (162) (181) (287) (163) (204) (162) (167)

*職種ごと「2022年に募集をしていない/募集したが採用できなかった」を除外して集計
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※調査結果の詳細は会社 HPのニュースリリース（https://www.mynavi.jp/news/）からご確認いただけます 

【調査概要】「中途採用状況調査 2023 年版（2022 年実績）」 

○調査期間／スクリーニング調査・本調査：2022年 12月 16日（金）～12月 20日（火）※一体で実施 

○調査方法／インターネット調査 

○調査対象／従業員数 3 名以上の企業において、直近（2022 年 1～12 月）に中途採用業務を担当してお
り、「採用費用の管理・運用」に携わっている人事担当者 

○有効回答数／1,400件 

※調査結果は、端数四捨五入の関係で合計が 100％にならない場合があります。 

※n=30以下は参考値としております。 

【図 5】優秀人材と評価する要素、中途採用合否判断時に重視する要素 

【図 6】中途採用市場で評価の高い人材要素 
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*各項目ごと「0点(全く優秀と評価できない)～10点満点(非常に優秀と評価できる)」を単一回答で聴取し、8点以上と回答した割合

優秀人材と評価する要素 中途採用合否判断時の重視要素

*各項目ごと「重視している」「重視していない」を単一回答で聴取し
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■1位：優秀と評価する8点以上計

■2位：優秀と評価する8点以上計

■3位：優秀と評価する8点以上計

■4位以下：優秀と評価する8点以上計

■1位：重視している計

■2位：重視している計

■3位：重視している計

■4位以下：重視している計

https://www.mynavi.jp/news/

